
 

 

【解答】４ 

2個の衛星では地球上全てをカバーすることはできず、最低 3個必要です。 

  



 

 

【解答】５ 

標本化定理は、入力信号の最高周波数の 2 倍以上の周波数（＝半分以下の周期）でサンプリングを行わないと、

元信号を正しく復元できなくなる、というものです。これは大変重要な定理ですから、必ず知っておく必要があ

ります。 

  



 

 

【解答】５ 

R5を流れる電流がゼロということは、R1～R4からなるブリッジ回路は平衡していることを示します。したがっ

て、R5による電圧降下はゼロとなり、R1の両端の電圧＝R3の両端の電圧となります。 

ここで、I1＝3.6mAで R1＝1.2kΩなので、R1の両端の電圧は 1200×0.0036で求まります。R3に流れる電流は、

オームの法則より両端の電圧を抵抗値 4800Ωで割れば求まるので、1200×0.0036÷4800＝0.0009 となり、

0.9mAと求まります。 

 

  



 

 

【解答】３ 

抵抗に流れる電流を IR、コイルに流れる電流を IL、コンデンサに流れる電流を ICとします。 

IRと ILの合成電流、IRと ICの合成電流は、共に 2乗和の√です。したがって、ILと ICの電流の絶対値は等しい

ことがわかります。 

コイルとコンデンサを並列とし、それぞれの電流の絶対値が等しいのは並列共振状態ですから、S1・S2の両方を

閉じたとき、LCは並列共振となりここには電流が流れ込まなくなります。したがって、S1・S2の両方を閉じた

ときに回路に流れる電流は抵抗分のみとなり、ここから抵抗値は 90÷3＝30Ωと求まります。 

次に、IRと ILの合成電流と IRと ICの合成電流は、共に 2乗和の√であることから、 

√𝐼𝑅
2 + 𝐼𝐶

2 = 5を解いて、ICは 4Aであることが求まります。したがって、XC＝90÷4＝22.5Ωです。 

 

  



 

 

【解答】５ 

デジタル信号の 0・1 に対して＋と－の両極性を割り当てているので両極性（複極性）です。また、0 や 1 の区

間の途中で信号がゼロに戻っていないため、NRZ符号です。 

  



 

 

【解答】２ 

遮断波長は長辺の 2倍なので 5cmです。周波数は光速を波長で割って、6GHzとなります。 

  



 

 

【解答】３ 

Aは、2つの信号の位相を比較する位相比較器、BはLPFからの直流電圧によって発振周波数を変化させるVCO、

Cは実際に計算すると、fs÷128×6000＝150MHzと求まります。 

  



 

 

【解答】３ 

直交する２つの搬送波を 4値信号で振幅変調し、これらを合成すると 4×4＝16個の変調点が得られます。 

なお、選択肢 2に引っ掛からないように注意しましょう。24=16、28=256ですから、一度に 2進数 4桁を伝送で

きる 16QAMと 2進数 8桁を伝送できる 256QAMでは、同一時間内に送れる情報量は 2倍で正しいことになり

ます。 

  



 

 

【解答】２ 

信号空間ダイアグラムは、隣接する点との間で変化するビットが最小（＝１ビット）となるように選びますから、

これに合致するのは２です。 

  



 

 

【解答】１ 

相互変調や混変調は、高周波増幅回路等の入出力特性が直線範囲ではなくなる部分で発生します。 

  



 

 

【解答】３ 

V=kTΔfの式に代入するだけです。また、受信機の雑音指数が 6dBということは、これを真数に直すと 4倍に

なります。したがって、1.38×10-23×（273＋17）×10×106×4＝1.6×10-13と求まります。 

なお、これを全部計算するのは大変ですから、1.4×300×4＝1680と計算し、近い数字である 1.6が含まれる 3

番を選択するという手もあります。 

  



 

 

【解答】３ 

CDMA のソフトハンドオーバは、複数の基地局で同じ周波数を利用することでセル境界部分での影響を軽減し

ます。また、遅延波の位相を同位相に合わせて合成することで電力増強を図ることができます。 

  



 

 

【解答】４ 

ラッキー問題と言っていいでしょう。2周波中継では 2つの周波数を交互に使用しますから、f2と f3は異なる周

波数になります。 

  



 

 

【解答】５ 

一旦中間周波数に変換するのはヘテロダイン中継です。また、一旦復調してから信号を整えて再度マイクロ波で

送信するのは再生中継方式で、デジタル通信で使用されます。 

  



 

 

【解答】１ 

知識問題です。これを FTC回路と呼びます。 

  



 

 

【解答】４ 

これも知識問題です。PPI スコープはアンテナを中心に 360 度周囲を表示するもので、RHI は高さ方向を表示

するものです。 

  



 

 

【解答】２ 

40Wを、1W＝0dBとした基準で表すと+16dBWとなります。したがって、16＋37＝53dBWが答えです。 

  



 

 

【解答】４ 

S=λ／2程度のときにサイドローブが少なく、単一指向性になります。このことを知らなくても、消去法でも選

択できるようにしておきましょう。 

  



 

 

【解答】５ 

整合時の VSWRは 1です。 

  



 

 

【解答】１ 

Aの選択肢は常識で分かるでしょう。Bも、電波の波長が短くなると雨粒に吸収されやすくなることを知ってい

ればすぐに答えが分かるはずです。具体的には 10GHzを超えると減衰が大きくなります。 

  



 

 

【解答】４ 

電波は屈折して地表に沿って若干曲がりながら伝搬するため、見通し距離は幾何学的距離より長くなります。 

  



 

 

【解答】１ 

電池の世界の常識問題です。リチウムイオン電池は約 3.6V で、小型軽量・高エネルギー密度です。メモリー効

果も無く、使いやすいため携帯電話の電池として多く使われています。 

  



 

 

【解答】１ 

知識問題です。ボロメータは、電波を吸収すると温度が上昇することによって抵抗値が変化することを利用し電

力を測定するものです。 

  



 

 

【解答】２ 

DMMは、入力を二重積分して A－D変換する方式が主流です。入力インピーダンスが高く、特性が優れている

という特徴があります。直流や交流の電圧や電流、抵抗などを A－D変換で直流電圧に変換し、この値を表示器

で表示することで値を読み取ります。 

 


